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タイトル案
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○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

	著者名
所属・簡単な自己紹介


	○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

	一番伝えたいこと
	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

	
	
	※対象読者は高校生以上の科学に興味がある一般の方とします



	企画の詳細・ポイント
	書籍化する」という観点から考えたときに、その研究の魅力はなにであるか？
※研究者から見た意義ではなく、一般の人にとっての意義を中心に記述してください


	○○○○○○○○

	
	執筆にいつ頃、どの程度時間を割けるか
	○○○○○○○○


※企画書は2ページ以上になっても構いません。
	[image: image3.jpg]



タイトル案
	無生物行動学入門
生物と無生物の運動のあいだ

	著者名

所属・簡単な自己紹介


	鬼入 零（きにゅう れい）
××大学大学院博士課程×年
学部生の時に生物系の研究室で微生物の運動を研究、大学院からは化学系の研究室にて生物的な運動を示す油滴の運動を研究している。××学会で若手研究者奨励賞を受賞（2011年3月）。

	一番伝えたいこと
	生物のように動く無生物の運動から、生物について考えていこう！

	
	
	※対象読者は高校生以上の科学に興味がある一般の方とします



	企画の詳細・ポイント
	企画概要
※研究者から見た意義ではなく、一般の人にとっての意義や魅力を中心に記述してください

※書式は自由です


	目次案

第１章　樟脳船がUターンしたら
第２章　Uターンできない生物はいるか？ ～大腸菌からゾウまで

第３章　油が動く！ ～命を与えられた油

第４章　油が曲がる！

第５章　無生物行動学の誕生

第６章　動きから生物とは何かを考える
　舟形の紙片の後部に歯磨き粉をつけた「樟脳船」は、洗面器の中を直線的に滑っていくだけではあるが、子どもたちに大人気のおもちゃである。もしこの「樟脳船」が、なんの前触れもなく停止したり、加速したり、Uターンしたりしたらどうなるだろう？誰かが操っている、あるいは、舟が「生きている」と感じるのではないだろうか。

　私の研究する「油の粒」は、まさに生きている「樟脳船」だ。生き物が考えて行動するのと同じように、突然立ち止まったり、曲がったりする油滴を見ていると、生物の動きとなにが違うのだろうと考えずにはいられなくなる。
　本書では、動きを中心に、生物とは何かを掘り下げていく。

本研究の題材には、まるで生き物であるかのように運動する不思議な油、というわかりやすさがあります。AIBOやルンバなど、動く無生物が身近なものとなり、ペットロボットとどう付き合っていくかなど、新しい課題が社会に登場してきているなか、本書は、そこにヒントと新しい視座を与えることができます。

	
	執筆にいつ頃、どの程度時間を割けるか
	2013年4月から学位論文の執筆に向けて実験の比重を下げていきます。その期間に、論文の執筆と並行して書籍の執筆を予定しております。


※企画書は2ページ以上になっても構いません。
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